
令和７年度　評価項目の達成及び取組状況 高浜幼稚園

学校関係者評価

達成及び取組状況 評価（点数式） 評　価（記述式）
達成及び取組状況をふまえ、成果と課題等を明らかにし、自己評価する。
その際、必要に応じ、保護者アンケートの結果も含める。

評価基準により段
階評価を行う。

学校関係者（幼稚園運営協議会）の評価（意見）を取りまとめ記載する。 自己評価及び学校関係者評価をふまえた改善策や次年度の目標を具体的に示
す。

教育課程・指導 ①学年・学級経営
教職員は、教育目標の達成を目指し
た学級経営を行っているか。

・少人数の良さを生かして学級経営ができた。教職員みんなで一人一人の子どもの願いを
探り、保育につなげたことにより学級集団作りに尽力できた。
・地域のひと、もの、ことを活用して、子どもが地域への所属感がもてるよう取り組めた

4

・前年度より少人数であることを強みにした学級作り、教育ができている。
・新入園児の増加、途中入園など、積極的な園児募集やブログなどによ
る園の周知・理解が進んだ成果だと思う。
・訪問すると園児が明るく生き生きとしている。
・子どもたちがすこやかに元気よく挨拶できて素晴らしい。先生方が大切
に教育しておられるお陰だと思います。
・地域の方との交流活動が年間を通して実施できている
・地域に出かける姿が少ないように思う。

・地域のひと・もの・ことを生かした体験活動を大事にし、今後も地域で
共に育つ良さを踏まえた園の教育目標、経営方針など立て、保護者と
共有しながら保育を展開していく。
・地域散策をしているが、出かける方面がやや限られているので、また
検討していきたい。

②幼児理解
教職員は、一人一人の幼児の発達の
姿から課題を捉えて保育を行ってい
るか。

・子どもは園に楽しく登園できている。

・日々の子どもの保育記録をとり、一人一人に応じたり、協働性をたかめたりできるように配
慮できた。

4

・保育公開日で、子どもの一つの物事に対する態度から、その指導に先
生方の努力を非常に感じた。
・少人数を活かした保育ができている。子ども全員が幼稚園を楽しみに
登園しており安心している。
・子ども一人一人への配慮ができている。異年齢集団での成長を促して
いる。

・少人数だからこそできる異年齢集団の活動を充実させていく。

③特別支援教育
特別な支援を必要とする幼児の実態
や課題を明確にし、計画的・組織的
に指導を行っているか。

・市の巡回相談を活用したり、子どもにとって適正な支援ができるように園内の体制作りを
整えた。
・合理的な配慮を検討して、役割分担、対応など、保護者とともに共通理解を進めた。
・幼小接続に向けて小学校の特別支援教育コーデイネーターと連携が図ることができた。

3 ・園児一人一人の個性を把握して適切な保育ができている。
・配慮を要する子どもにより良い支援の工夫を行い、その都度、教職員
の役割分担や対応など共有化しており、地域の諸機関と連携も進めて
いる。今後も定期的に支援会議を開く。

④人権・同和教育
教職員は、自らの人権感覚を磨き、
幼児に人権意識の芽生えを培うよう
に配慮しているか。

・一人一人の個性が発揮できるように保育を工夫したり、自分の大切さと共に他の人の大
切さを認めることができるよう言語環境を整えた。好ましい人間関係が構築できるよう、子ど
もの言葉遣い、言動にアンテナをはり、気になる場合には、その都度、じっくりと指導した。
・来年度は保護者研修に、人権に関わるテーマを検討しておきたい。

3
・子ども一人一人の理解や配慮、異年齢をまたいだ交流、年長児のリー
ダーシップや思いやる心の成長が見られる。途中転入の園児への対応
など個別の対応が配慮されている。

・人権に関わるＰＴＡ研修会を開き、保護者と共に人権感覚を磨く。

⑤行事
教職員は、行事を幼児の発達を促す
機会と捉え、工夫、改善している
か。

・昨年度同様に、全園児が地域の方（慶人会・園外活動など）と交流を継続することができ
た。
・運動会には、卒園児や未就園児を招待して、親睦を深めることができた。小規模園の良
さを生かせた。

3

・運動会に卒園児や未就学児が参加する企画がとても良かった。学年を
超えて連携を深めることができる。
・学習発表会で、一人一人が楽しく発表でき、個性を大切にして伸びや
かに成長している姿がわかる。

・来年度も未就学児や卒園児、地域の方などを招待して運動会を実施
する。

⑥保幼小連携
近隣の小学校等との連携を密にし、
なめらかな接続に努めているか。

・１年生の授業見学、授業参加、音楽発表の見学、避難訓練など実施できた。また、２年生
の生活科で園訪問時には、園児と楽しく交流ができた。
・保幼小連携会議等で、管理職、担当者間で協議できた。来年度は架け橋期のプログラム
を作成に向かう。

3

・小学校との連携は児童にも学びがあるので、強力に進めてほしい。
・幼小が隣接していることや、少人数で交流できる機会が多いことによ
り、計画された幼小交流会だけでなく、卒園児、在園児、兄弟姉妹などと
のふれあいがあり、そういった雰囲気が園の魅力である。

・幼小交流に力を入れ、高浜地区にある公立幼稚園の良さを生かしな
がら小学校の教職員と共にカリキュラムを作成していく。

家庭・地域との連携 ⑦家庭・地域との連携
幼稚園と保護者、幼稚園と地域（未
就園児等）との協力関係はできてい
るか。

・連絡帳、ホワイトボードの連絡、お便り、ブログなどで幼稚園の様子が伝わるように取り組
めた。
・未就学児教室の開催に向けてコミセンや民生委員、保健師の協力を得て、利用者を増
やした。
・ふるさと祭り、文化祭などの参加、慶人会さんとの芋栽培や交流会でふれあえた。
・座禅、茶道、とうくささんの読み聞かせ、天平古道など地域のひと、もの、ことを取り入れた
保育ができた。

4

・毎日のホワイトボード、日々更新されるブログで子どもたちの様子がわ
かって嬉しい。掲載される写真も適切である。
・小学校では、学校・家庭・地域で役割分担をしようとしている。園とも歩
調を合わせて家庭でつけてほしい力を発信していきたい。
・預かり保育の利用者が喜んでいる声などを地域にPRするとよい。
・ブログなどの発信を一番うれしく思っている。ふるさと祭りなど地域行事
は幼稚園の魅力発信になるので引き続き参加してほしい。
・慶人会との芋栽培やふれあい交流会だけでなく、花苗栽培なども共に
できるとよい。
・園児数が増えていることから、園の良い取組が家庭・地域に伝わって
いる。入園児確保のために地域住民に様々な方法でアピールできてい
る。
・園児数、遊具の老朽化など園の課題を地域や保護者が共通認識をも
ち、協力して解決に取り組みたいという意識の醸成が進んでいると思う。

・小学校と共に育成したい子ども像を共有化して、地域力・家庭力を生
かした運営を進めていく。
・ブログや自治会への回覧、あるいは地域行事の参加を通して幼稚園
の魅力を発信したり、預かり保育の制度など情報を周知したりしていく。
・慶人会との一人一鉢の花苗などの栽培活動を検討していく

・未就学児教室の開催に向けてコミセンや民生委員、保健師の協力を
得ながら、参加者数を確保する。

研修 ⑧研究・研修

教職員一人一人が、園内外の研究・
研修の機会を自己研鑽の場として受
け止め、進んで研究・研修に取り組
んでいるか。

・市幼研の主題を受けて、園の研究に取り組み、園内研究会を行った。この際には出雲市
の教育指導員を招き、貴重なご指導をいただき、研究協議をすることができた。
・来年度も２クラスになるので、園内研のやり方を工夫していきたい。

4
・生活発表会を見ると、子どもがどんなものと関わりを持ち、遊びや工作
などに発展させ、成果を発表するという一連の指導がよくわかった。
・今後も自己研鑽と園内共有に努めてほしい。

・来年度も市の巡回指導などを通して校内研究を進め互いに研鑽す
る。

組織運営 ⑨園務
教職員は、他教職員と協働し、計画
的に園務を遂行しているか。

・教職員間が建設的な意見を述べるような話しやすい雰囲気がある。その都度、全教職員
で相談し、修正し、補完し合い園運営に取り組めた。
・職員会議に参加しない職員にも、内容が伝わるようにコミュニケーションを図り、適切に園
務を遂行できた。

4

・各行事など、教職員が相互に協力している点が高く評価できる
・先生方は常ににこやかで挨拶してくださり、良いコミュニケーションがと
れていることがわかる。
・教職員の名前が分からない。
・課題に応じて管理職を交えた検討がされていると感じる。

安全管理・保健管理 ⑩危機管理
園の危機管理及び幼児の安全や衛生
の管理体制を全教職員が理解し、適
切な対応に努めているか。

・年４回の避難訓練実施。７月は洪水の想定で小学校に避難訓練。２月に防犯訓練を行
う。
・子どもが安全に過ごせるように、今後も定期的に危機管理マニュアルを確認するように努
めて保護者に安心していただけるようにしたい。
・園外保育の下見をするなど緊急対応時の確認に力を入れた。

3

・１月の地震の際に、家でも速やかに机の下に隠れるなど避難訓練の成
果を感じた。一方で災害発生時が預かり保育中である場合を想定した
引き渡しなど危機管理や訓練の必要性を感じた。
・子どもへの安全配慮に努めている。避難訓練や防犯訓練の実施は重
要である。

・園児の健康・安全管理に細心の注意を払うとともに、危機管理マニュ
アルを確認し、改善に努める。

教育環境整備
⑪園地・園舎・遊具等
の施設・整備

園地・園舎・遊具等の施設・設備を
定期的に点検し、必要な改善・管理
を行っているか。

・安全点検後に、修繕の必要な箇所は、保育幼稚園課、教育委員会施設課に相談をして
対応している。
・施設や遊具の老朽化がある。遊具については出雲市教育施設課に要望済みである。危
険な遊具は撤去した。
・樹木剪定、砂入れなど整備できた。

3

・環境美化については保護者の協力をお願いする。
・遊具の改修に伴い使用中止など残念だった。計画的な改修の対応が
あると良かった。
・施設・遊具など定期的な点検をして管理されている。

・環境美化活動については保護者の協力が有難い。今後も適宜にお願
いする。
・今後も定期的に安全点検を続けると共に、老朽化した遊具については
日頃から点検を徹底する

※自己評価の評価基準　４：十分達成している　３：概ね達成している　２：改善を要する部分がある　１：大いに改善を要する

自　己　評　価

分　　野 評価項目 評価の着眼点

評価結果を踏まえた今後の取り組み


